
第
だい

６回
かい

総合
そうごう

福祉
ふ く し

部会
ぶ か い

（８月
がつ

３１日
にち

）における議論
ぎ ろ ん

したポイント
ぽ い ん と

に対
たい

する意見
い け ん

 

 

社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

 全 国
ぜんこく

肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

・ 者
しゃ

父母
ふ ぼ

の 会
かい

連 合 会
れんごうかい

 

理
り

 事
じ

  石
いし

 橋
はし

  吉
よし

 章
あき

 

 

D 支援
し え ん

（サービス
さ ー び す

）体系
たいけい

について 

 

①介護
かいご

給 付
きゅうふ

と 訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

の一 本 化
いっぽんか

及
およ

び 新
あら

たな 法 律
ほうりつ

での支援
しえん

体 系
たいけい

の在
あ

り 方
かた

につい

て、どのように 考
かんが

えるか。  

 

意見
いけん

 

 「施設
しせつ

」を「 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

」と「 居 宅
きょたく

支援
しえん

」に区分
くぶん

したことは、地域
ちいき

での 生 活
せいかつ

の第 一 歩
だいいちほ

と

考
かんが

えます。しかし、「 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

」の場
ば

を 訓 練
くんれん

給 付
きゅうふ

ではなく、「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」の

地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーとする利 用 者
りようしゃ

にとって、一 方
いっぽう

は、義務的
ぎむてき

経費
けいひ

、他方
たほう

は、一 般
いっぱん

財 源
ざいげん

なため 窮 屈
きゅうくつ

な 思
おも

いをしています。それは、「 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

」と「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」をつ

なぐ支援
しえん

策
さく

を市 町 村 自 冶 体
しちょうそんじちたい

に 委
ゆだ

ねられているからです。 

介護
かいご

給 付
きゅうふ

と 訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

の一 本 化
いっぽんか

はもとより、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 中
なか

でも個人
こじん

に

関
かか

わる 事 業
じぎょう

（移動
いどう

支援
しえん

、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

）を 加
くわ

え、ライフワーク
ら い ふ わ ー く

に沿
そ

った支援
しえん

体 系
たいけい

を 構 築
こうちく

されることを希望
きぼう

します。 

 

 

② 訪 問
ほうもん

系
けい

の支援
しえん

について、シームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

ということで、 外 出
がいしゅつ

や見守
みまも

り、また 通 勤
つうきん

、

通 学
つうがく

などへの支援
しえん

、さらに 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の 対 応
たいおう

も 含
ふく

めた 新
あたら

しいあり 方
かた

が意見
いけん

として 多
おお

く出
だ

されている。具 体 的
ぐたいてき

にパーソナルアシスタンスサービス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す さ ー び す

については、その 内 容
ないよう

について

共 通
きょうつう

理解
りかい

をして議論
ぎろん

すべきという 提 案
ていあん

もある。訪 問
ほうもん

系
けい

支援
しえん

の在
あ

り 方
かた

について、どのよう

に 考
かんが

えていくべきか。 

 

意見
いけん

 

重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

、 中
なか

でも 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

をともなう利 用 者
りようしゃ

にとって、 在 宅
ざいたく

、 作 業 所
さぎょうじょ

にお

ける 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の実務
じつむ

が非 医 療
ひいりょう

行 為 者
こういしゃ

によることの合 法 化
ごうほうか

や身分
みぶん

保 障
ほしょう

（ 事 業 所
じぎょうしょ

によ

る保険
ほけん

加 入
かにゅう

等
とう

）などの 環 境
かんきょう

整備
せいび

を 図
はか

ってほしい。また、報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

は、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

に見合
み あ
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う単価
たんか

としてほしい。 

自宅
じたく

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

活 動
かつどう

ホーム
ほ ー む

、 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

等
とう

を 就 労
しゅうろう

の場
ば

とするならば 通 勤
つうきん

に

移動
いどう

支援
しえん

が使用
しよう

できないのはおかしいと 考
かんが

えます。 

 

 

③「福 祉 的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

」について 労 働
ろうどう

政 策
せいさく

との 関 連
かんれん

を 含
ふく

めて多様
たよう

な意見
いけん

が出
だ

されている。今後
こんご

のあり 方
かた

をどう 考
かんが

えるか。  

 

意見
いけん

 

 地域
ちいき

活 動
かつどう

センタ
せ ん た

ーにおける「福 祉 的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

」は、一 般 的
いっぱんてき

な 労 働
ろうどう

と位置
い ち

づけるのは 難
むずか

し

い。労 働
ろうどう

政 策
せいさく

とするならば 最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

を保
ほ

証
しょう

する制度
せいど

を 創 設
そうせつ

し、工 賃
こうちん

の不 足 分
ふそくぶん

を補填
ほてん

（ 例
れい

： 法 定
ほうてい

雇 用 率
こようりつ

未 達 成
みたっせい

の 企 業
きぎょう

負担
ふたん

金
きん

を当
あ

てる。）し、 必 要
ひつよう

経費
けいひ

を 払
はら

うことが 望
のぞ

ま

しいと 考
かんが

えます。 

E 地域
ち い き

移行
い こ う

について 

 

①「地域
ちいき

移行
いこう

の法 定 化
ほうていか

」についてはその 必 要 性
ひつようせい

を 多
おお

くの委員
いいん

が指摘
してき

した。そこに盛
も

り込
こ

ま

れるべき 内 容
ないよう

をどう 考
かんが

えるか。  

 

意見
いけん

 

・当 事 者
とうじしゃ

の意思
い し

確 認
かくにん

とフォロ
ふ ぉ ろ

ーを 含
ふく

めた 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

。  

・ 成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

に変
か

わる 生 活
せいかつ

行為
こうい

における権利
けんり

を 奪
うば

わない権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

の 創 設
そうせつ

。 

支援
しえん

に 携
たずさ

わる 人
ひと

を 有
ゆう

資 格 者
しかくしゃ

（弁護士
べんごし

、社 会
しゃかい

福祉士
ふくしし

、司法
しほう

書士
しょし

等
とう

）とせず 一 定
いってい

の 研 修
けんしゅう

を得
え

た 人
ひと

とし、 財 産
ざいさん

管理
かんり

と 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

介護
かいご

に分
わ

ける。 

・ 住 宅
じゅうたく

の 質
しつ

・ 量
りょう

の確保
かくほ

。  

・地域
ちいき

移行
いこう

支度
したく

経費
けいひ

支援
しえん

。 

 

 

F 地域
ち い き

生活
せいかつ

の資源
し げ ん

整備
せ い び

について 

 

①自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

をめぐっては、非 常
ひじょう

に 重 要
じゅうよう

であり法 定 化
ほうていか

をという意見
いけん

が 多
おお

かったが、

同時
どうじ

に、不 必 要
ふひつよう

、むしろマイナス
ま い な す

の機能
きのう

があるので法 定 化
ほうていか

に 反 対
はんたい

などの意見
いけん

も 少
すく

なからず



見
み

られた。どう 考
かんが

えたらよいか。  

 

意見
いけん

 

 まちづくりの地域
ちいき

基盤
きばん

・整備
せいび

を 構 築
こうちく

するためにも 市 町 村
しちょうそん

の自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

設置
せっち

の

法 定 化
ほうていか

が 必 要
ひつよう

です。そこでの 協 議
きょうぎ

事項
じこう

に 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の 実 現
じつげん

を 図
はか

る 方 策
ほうさく

（ 方 向
ほうこう

）、

まちづくり 計 画
けいかく

に地域
ちいき

基盤
きばん

・整備
せいび

を取
と

り上
あ

げることを 定
さだ

めてほしい。 


